
新年が明け、令和８年１月９日、３学期がスタートしました。２年生に転入生を迎え、

生徒の皆さんと新しい年をスタートできたことを大変嬉しく思います。 

各学年や生徒会本部の代表者から３学期の決意の発表がありました。 

「昨年中の課題であった提出物をしっかり出せる取組を考えていきたい。後輩をリ

ードできるようになりたい。」 

「３学期は１年のまとめと次年度への準備なので、日常生活を見直し自分から行動していきたい。」 

「中学校生活最後の学期。受験では最後まで諦めず自分の進路に向き合う、卒業まであとわずかなので、クラス

で過ごす何気ない日常を大切にし、悔いなく次のステージに進めるようにしていきたい。」 

「３年生と過ごせる時間は少ないので感謝の気持ちを伝えられる機会をつくっていきたい。」 

新しい年の始まりは、目標を立て、挑戦する気持ちを新たにする絶好の機会です。昨年末の終業式で、「一年の

計は元旦にあり」という諺を伝えましたが、「計」には、単なる予定表をつくるのではなく、先を見据えた準備が大

切であるということが含まれています。今年の抱負として、私は生徒の皆さんに 「一歩前へ」 という言葉を贈り

ました。昨日より一歩前へ進むことを意識し、学習でも部活動でも学校生活でも、挑戦を積み重ねてほしいと願っ

ています。その小さな一歩が、やがて大きな成長につながります。そして、３学期は一年間のまとめを行い、次の学

年や進路に備える大切な学期です。期間は短いですが、一日一日を大切にし、自分自身の成長を感じられる学期

にしてほしいと思います。 

３年生の皆さんは、いよいよ進路決定の最終段階です。これまで積み重ねてきた努力を信じ、最後まで粘り強く

挑戦してほしいと思います。受験は決して楽なものではありませんが、壁を乗り越えた先には必ず新しい自分が待

っています。仲間や先生方、家族が皆さんを応援しています。悔いのない挑戦を続けていってもらいたいです。 

２年生の皆さんは、来年度から学校の中心となる学年です。身延中学校の伝統を受け継ぎ、リーダーとしての責

任を果たす準備を始めてほしいと思います。 

１年生の皆さんは、春には新入生を迎え先輩になります。先輩としてふさわしい姿を示し、後輩に安心して学校

生活を送ってもらえるように心構えを整えてほしいと思います。 

新しい年を迎えた今こそ、自分の目標を見直し、挑戦する勇気を持ってほしいと思っています。 

その際、みのぶの「み」・・・ミーニング 意味・意義を考えてください 

みのぶの「の」・・・ノウレッジ 必要な知識を得て、知恵を働かせてください 

みのぶの「ぶ」・・・ブライト 笑顔で輝けることをイメージして諸活動に取り組んでください 

今年は午年です。「人間万事塞翁が馬」という諺がありますが、人生には思いがけない出来事が起こります。良

いことだと思ったことが後で困難につながることもあれば、逆に失敗だと思ったことが成長のきっかけになるこ

ともあります。新しい学期には、皆さんもさまざまな経験をすることと思います。その一つ一つを前向きに受け止

めて、この３学期が、生徒のみなさんにとって次の一歩へつながる、実りある時間になることを願っています。健

康と安全に気をつけながら、充実した毎日を積み重ねていってほしいと思っています。 

 

 

1月６日（火）町教育委員会主催、東京都江東区青海のTGG（Tokyo Global 

Gateway）で、２年生２２名が参加しイングリッシュ・デイキャンプが行われまし

た。英語科の飛向先生も同行し旧身延中を６時に出発して、TGG で１日英語に

親しみ、１８時２０分頃帰ってきました。「１日英語漬けだけど楽しかった」「ホテル

の予約等、今後に役立てたい」「昨年より難しかったけど、エージェントが優しく

て良かった」「語彙力不足が課題となったが新たな目標にもなった」「来年も行き

たい」などの感想がありました。 

 

 

 

１月１３日（火）、領域別テストが行われました。午後から峡南地区研究会のため、午前中のみ４教科のテストで、 

１教科は翌日実施になりました。（２年生は時間調節して全教科実施）。３連休明けということもあり、冬休み気分

がなかなか抜けない生徒もいたと思いますが、これまでの学習の定着がどうなのか、自分自身客観的に分析し、

得意なところは更に得意に、苦手なところは改善策を講じて家庭学習を行っていってほしいと思います。 
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1 月１４日（水）から３日間、音楽の箏曲の授業で若林先生を招聘し、全クラス２時間ずつ学びました。２年Ａ組の

授業では、「うさぎ」をきれいに奏でていまし
た。お互いにタブレットで演奏の様子を撮影
し、課題点を確かめていました。 
１月１６日（金）には３年生が、スクールカウン

セラーの深澤先生が受験に向けて、ストレスマ
ネジメントの授業を受けました。受験を前に、
緊張をほぐす方法など丁寧に教えていただ
き、実践して確かめていました。 
講師の先生方からしっかり学び、自分のも

のにしようとしているみなさんの姿が印象的でした。 
 
 
１月２６日（月）学校評議員会がありました。５時間目に授業参観をしてい

ただき、その後、話し合いが持たれました。参観した授業の様子を見て「授業
がしっとりしている」「のびのび授業をしている」「生徒会や部活動も楽しく
やっているようだ」「オンライン授業など地域の人の活用もしている」などた
くさんの感想をいただきました。また、学校運営に関しても多くの意見と励
ましをいたただきました。来年度から本校もコミュニティ・スクールになりま
す。開かれた学校づくりはもとより、今後は地域とともにある学校づくりを
推進できるよう、いただいた意見をしっかり来年度に生かしていきたいと思
います。 

 
 
１月２８日（水）、翌日から始まる山梨県の公立高校の前期入試を前に壮行

会が行われました。前期入試を受ける３年生はここまでたくさんの学習や面
接練習を行ってきました。面接練習では、３年生の先生を中心に全校体制で
行いました。周りには、先生方をはじめ、仲間がいて、何よりも一番の味方で
ある保護者の方が皆さんの支えとなり応援をしていることを忘れず、今ま
で取り組んできたこと、自分の力を信じて頑張ってきてほしい旨の話をしま
した。翌日は、教員も各受験校に手分けして向かい、最後の励ましを含めて
入室の確認をしました。翌日、登校時の表情は、一旦緊張もほぐれ晴れ晴れ
とした感じでした。 
 
 

１月２９日（木）総合的な学習の時間に、修学旅行に向けて

の取組の時間でした。旅行会社の方を講師に招き、タブレッ

トを使って見学地について確認したり、コースづくりの方法

を教わったりしていました。あと２か月ほどでいよいよ修学

旅行です。生徒たちもとても楽しみにしている様子でした。 
 
 

 

１月３１日（土）に２回目の、町の生涯学習課主催「地域クラブ活動」が本校

の柔道場で行われました。今回は、小学生の希望者も４名参加し、最初は音

楽をかけながら楽しく体をほぐし、ウォーミングアップ後には技術講習を中

心に本格的な練習へとシフトしていきました。地域展開に向けて、外部から

部活動指導員として早川さんに教えに来ていただいていますが、今回も早

川さんの実弟で本校勤務の早川先生も指導者として関わって実施しました。

所管する生涯学習課の担当者はもちろん、学校教育課の課長も来校し活動

の様子を参観していました。 

 
 

 

1 月１６日（金）１９時３０分から本校多目的室にて PTA 理事会が行われました。昨年末に次年度の本会役員に

ついて決まったことの報告と、学年などの他の役員については、今後の授業参観後に決めるなどのスケージュー

ルや学校評価についての報告などを行いました。寒いところご多用の中、出席いただきありがとうございました。 
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